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公益財団法人 井上科学振興財団 

２０１７年度 事業報告書 

 

Ⅰ．事業の状況 

 

１．学術振興事業について 

２０１７年度において実施した学術振興事業は、以下のとおりである。 

 

(1) 井上学術賞（Inoue Prize for Science）の贈呈（定款第４条２号） 

自然科学の基礎的研究で特に顕著な業績を挙げた５０歳未満の研究者に対し、

第３４回井上学術賞（賞状、金メダル及び副賞２００万円）を贈呈した。関係３８

学会並びに本財団の元選考委員、井上学術賞受賞者など１５８人に候補者の推薦を

依頼、全体で３７件の推薦を受け、選考委員会における選考を経て別添「２０１７

年度研究助成事業一覧」記載のとおり５件を採択した。 

 

(2) 井上研究奨励賞 (Inoue Research Award for Young Scientists) の贈呈（定款第

４条２号） 

理学、医学、薬学、工学、農学等の分野で過去３年間に博士の学位を取得した

３７歳未満の研究者で、優れた博士論文を提出した若手研究者に対し、第３４回井

上研究奨励賞（賞状、銅メダル及び副賞５０万円）を贈呈した。関係２４２大学に

候補者の推薦を依頼し、５０大学から１５７件の推薦があり、選考委員会における

選考を経て、別添「２０１７年度研究助成事業一覧」記載のとおり４０件を採択し

た。 

 

(3) 井上リサーチアウォード（Inoue Science Research Award）の贈呈（定款第４

条１号） 

自然科学の基礎的研究で優れた業績を挙げ、更に開拓的発展を目指す若手研究

者の独創性と自立を支援することを目的とし、これまでの成果を踏まえ将来性豊か

な研究計画を進める研究者に第１０回井上リサーチアウォード（研究費５００万

円）を贈呈した。公募に対して８５件の申請があり、選考委員会における選考を経

て別添「２０１７年度研究助成事業一覧」記載のとおり４件を採択した。 
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贈呈式 

第３４回井上学術賞、井上研究奨励賞及び第１０回井上リサーチアウォードの贈

呈式を、２０１８年２月２日（金）に、KKRホテル東京において実施した。 

 

(4) 久保亮五記念賞（Ryogo Kubo Memorial Prize）の贈呈（定款第４条２号） 

久保亮五博士の物理学における業績を記念し、日本の統計物理学・物性科学に

おける波及効果の大きい基礎的研究で優れた業績を挙げた４５歳未満の研究者に

第２１回久保亮五記念賞（賞状、銀メダル及び副賞１００万円）を贈呈するととも

に、久保記念シンポジウムを開催した。 

この事業は、久保博士ご夫妻からご寄贈いただいた３,０００万円を基金とし

た事業で１９９７年度から行っている。 

  ２０１７年度久保亮五記念賞については、候補者の推薦につき公募を行うととも

に学識経験者、久保記念事業関係者等に候補者の推薦を依頼し、５件５名の推薦を

受けた。久保記念賞事業選考委員会及び同運営委員会において選考の上、本財団選

考委員会の了承を得て別添「２０１７年度研究助成事業一覧」記載のとおり１件を

採択し、２０１７年１０月７日（土）に、久保記念シンポジウムの開催に合わせて

贈呈式を実施した。 

 

(5) 国際交流事業の助成（定款第４条３号） 

国際研究集会の開催経費援助 

原則として、わが国で開催される比較的小規模で学問的意義の大きい国際研究

集会について、1 件につき１００万円以内の援助を行う。５３件の申請があり、関

連分野の選考委員から評価を得て、担当の常務理事のもとでとりまとめ、別添「２

０１７年度研究助成事業一覧」記載のとおり計２１件、１,３３０万円を選考し、

援助を行った。 
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事業別応募・採択件数 （２０１７年度） 

                               ( )内の数字は前年度実績 

事 業         推薦・応募 件数 採 択 件 数       採 択 率 % 

井 上 学 術 賞            ３７(25) ５(5) １３．５(20.0) 

井 上 研 究 奨 励 賞             

井上リサーチアウォード             

久 保 亮 五 記 念 賞             

１５７(142)) 

８５(90) 

５(3) 

４０(40) 

４(4) 

１(1) 

２５．４(28.2) 

４．７(4.4) 

２０．０(33.3) 

国 際 交 流 助 成            

 国際研究集会開催経費援助 

 

５３(55) 

 

２１(20) 

 

３９．６(36.3) 

     ＊井上リサーチアウォードの研究期間は、２０１８年度～２０１９年度とする。 

    ＊井上学術賞、井上研究奨励賞、久保亮五記念賞については、推薦要項、推薦書を井上科学

振興財団 Webに掲載している。また、井上リサーチアウォード、国際研究集会開催経費援助につい

ては募集（申請）要項、申請書を財団 Webに掲載している。URL http://www.inoue-zaidan.or.jp/ 

 

２．資産運用について 

２０１６年度において規程の範囲内において、不動産投資信託（REIT)７銘柄、

計５億円弱を購入したのに引き続き、２０１７年度には投資信託(ETF)２銘柄、計１．

５億円を購入し資産運用の一部としている。 

 

３．収益事業について 

港区に所在する一部の不動産は、建屋の耐震診断の結果を受け２０１７年度に

おいて売却する方向で進めてきた。何人かの購入希望者があったが、希望が満たさ

れず売却には至らなかった。 

引き続き、２０１８年度に売却し公益目的保有財産（金融資産）とする予定で

ある。 

 



2018年3月31日 現在

職名　 常勤･非常勤 氏    名 就任(重任)年月日 現　職　等

評 議 員 非 常 勤 安西祐一郎 2016年 6月 6日 日本学術振興会理事長

〃 〃 飯 吉 厚 夫 〃 中部大学理事長・総長、京都大学名誉教授

〃 〃 上 田 和 夫 〃 東京大学名誉教授

〃 〃 佐谷 秀行 〃 慶應義塾大学医学部教授

〃 〃 巽 和 行 〃 名古屋大学物質科学国際研究センター特任教授、日本学士院会員

〃 〃 谷口 維紹 〃 東京大学生産技術研究所特任教授

〃 〃 玉 尾 皓 平 〃 理化学研究所研究顧問、豊田理化学研究所所長

〃 〃 豊島久真男 〃 理化学研究所研究顧問、日本学士院会員

〃 〃 永 宮 正 治 〃 理化学研究所研究顧問

〃 〃 林 田 英 樹 〃 公益社団法人日本工芸会理事長

〃 〃 観山 正見 〃 広島大学特任教授、神戸大学特命教授

〃 〃 森 郁 恵 〃 名古屋大学大学院理学研究科教授

職 名 常勤･非常勤 氏    名 就任（重任）年月日 現　職　等

理 事 長 非 常 勤 堀 田 凱 樹 2016年 6月 6日 東京大学名誉教授、国立遺伝学研究所名誉教授

常 務 理 事 〃 小 間 篤 〃 東京大学名誉教授

〃 〃 佐 藤 勝 彦 〃 日本学術振興会学術システム研究センター長、日本学士院会員

理 事 〃 浅 島 誠 〃 日本学術振興会顧問,東京理科大学副学長,産業技術総合研究所・名誉ﾌｪﾛｰ

〃 〃 岡 田 清 孝 〃 龍谷大学農学部教授

〃 〃 落合卓四郎 〃 東京大学名誉教授

〃 〃 北 島 政 樹 〃 国際医療福祉大学副理事長、名誉学長

〃 〃 小 谷 正 博 〃 学習院大学名誉教授

〃 〃 立 本 成 文 〃 人間文化研究機構機構長

〃 常 勤 曽 我 渡 〃 井上科学振興財団事務局長

職 名 常勤･非常勤 氏    名 就任（重任）年月日 現　職　等

監 事 非 常 勤 髙 橋 厚 男 2016年 6月 6日 公益財団法人日本関税協会理事長

〃 藤 田 宏 〃 東京大学名誉教授

Ⅱ．処務の概要　　　　　　　　　

　１．役員等に関する事項
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（１） ２０１６年度事業報告について

（２） ２０１６年度収支決算について

（３） 監事の監査報告について

（４） 特定資産（久保亮五記念事業基金）の取崩しについて

（５） 第２２回財務諮問委員会について

（６） 南麻布一丁目物件の売却について

（７） 資産運用について

（８） 選考委員会委員候補者の検討開始について

（１）第３４回（２０１７年度）井上学術賞受賞者の選考について

（２）第３４回（２０１７年度）井上研究奨励賞受賞者の選考について

（３）第１０回（２０１８年度）井上リサーチアウォード受賞者の選考について

（４）第２１回（２０１７年）久保亮五記念賞受賞者について

（５）井上科学振興財団第４期理事について

（６）井上科学振興財団第４期選考委員について

（７）久保記念事業運営委員、久保亮五記念賞選考小委員会委員について

（８）南麻布一丁目物件の現状について

（９）資産運用について

（１０）２０１７年度及び２０１８年度経常収入見込みについて

（１１）第１２回評議員会の開催について

（１）２０１８年度事業計画及び収支予算について

（２）資産運用について

（３）第２３回財務諮問委員会検討内容の報告

（４）第１３回評議員会の開催について

（５）井上科学振興財団顧問の任期更新について

【第２０回理事会】

【第２１回理事会】

2017年12月4日

2018年2月14日

　２．会議等に関する事項

開催年月日 主要議題

　　（１）理事会

【第１９回理事会】

2017年5月19日
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２０１８年度収支予算書総括表の修正について

決議の省略による評議員会の開催について

（１）２０１６年度事業報告について

（２）２０１６年度収支決算について

（３）監事の監査報告について

（４）第２２回財務諮問委員会について

（５）南麻布一丁目物件の売却について

（６）資産運用について

（１）２０１８年度事業計画及び収支予算について

（２）井上科学振興財団第４期理事予定者について

（４）資産運用について

（５）南麻布一丁目不動産について

２０１８年度収支予算書総括表の修正について

【第２２回理事会(臨時）】

【第２３回理事会(臨時）】

　　（２）評議員会

2018年3月15日

2018年3月13日

開催年月日 主要議題

【第１２回評議員会】

2018年2月26日

　　　ついて

電子メールによる審議

電子メールによる審議

【第13回評議員会(臨時)】

2018年3月22日

電子メールによる審議

開催年月日 主要議題

【第１１回評議員会】

2017年6月6日

（３）井上科学振興財団選考委員及び久保亮五記念賞選考小委員会委員の一部交替に
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（１）系別分科会主査の選出について

（２）第３４回（２０１７年度）井上学術賞受賞者の選考について

（３）第３４回（２０１７年度）井上研究奨励賞受賞者の選考について

（４）第１０回（２０１８年度）井上リサーチアウォードの選考について

（１）第３４回（２０１７年度）井上学術賞受賞者の選考について

（２）第３４回（２０１７年度）井上研究奨励賞受賞者の選考について 

（３）第１０回（２０１８年度）井上リサーチアウォードの選考について

（１）２０１６年度決算及び２０１７年度予算について

（２）第２１回久保亮五記念賞推薦受理候補者について

（３）第２１回久保亮五記念賞贈呈式について

（４）第２２回久保記念シンポジウムの開催について

（５）久保亮五記念賞選考小委員会委員について

（１）第２１回久保亮五記念賞受賞候補者の決定について

（２）第２１回久保亮五記念賞贈呈式について

（３）第２２回久保記念シンポジウムの開催について

（４）久保亮五記念賞選考小委員会委員の推薦について

（５）第２２回久保亮五記念賞の候補者推薦依頼について

（６）記念事業終了時の事業について

第２１回久保亮五記念賞受賞候補者の選考について

2017年8月29日

第３５回井上学術賞、井上研究奨励賞及び第１０回井上リサーチアウォード贈呈式

第２１回久保亮五記念賞贈呈式

　　（４）久保亮五記念事業

【選考小委員会】

　　（３）選考委員会

　　（５）贈呈式

2017年7月18日

2017年11月21日

主要議題

【第１回運営委員会】

2017年7月20日

【第２回運営委員会】

2017年8月29日

開催年月日

開催年月日

2017年10月6日

2017年10月7日

開催年月日 主要議題

2018年2月2日

主要議題

【第１回選考委員会】

【第２回選考委員会】
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公益財団法人 井上科学振興財団 

 

２０１７年度研究助成事業一覧 

 

 

 

１．井上学術賞 

２．井上研究奨励賞 

３．井上リサーチアウォード 

４．久保亮五記念賞 

５．国際交流助成 国際研究集会開催経費援助  

 

                     ＊井上リサーチアウォードの研究期間は 2018 年度～2019 年度 

   



氏　　名
（年令）

大
おお

　木
き

　研
けん

　一
いち

(46才）

齊
さい

　藤
とう

　英
えい

　治
じ

(46才）

忍久保
しの く  ぼ

  　　洋
ひろし

(48才）

西
にし

　林
ばやし

　仁
よし

　昭
あき

(50才）

東
ひがし

　山
やま

　哲
てつ

　也
や

(46才）

１．第３４回井上学術賞　受賞者（５件、５名）　

〈 賞状・金メダル及び副賞２００万円 〉

所　属 研　究　題　目 推薦者

東京大学大学院医学系
研究科・教授

視覚野の機能構築とその発達
の研究

 推薦委員

東北大学材料科学高等
研究所・教授

スピン流物性科学の開拓  日本物理学会

名古屋大学トランス
フォーマティブ生命分子
研究所・副拠点長、教授

ライブセル解析による植物生
殖機構の解明

・日本植物学会
・推薦委員

（注）年令は受賞日現在

名古屋大学大学院工学
研究科・教授

反芳香族分子の合成と機能の
探求

 推薦委員

東京大学大学院工学系
研究科・教授

遷移金属窒素錯体を利用した
触媒的窒素固定反応の開発

・日本化学会
・有機合成化学協会



〈 賞状・メダル及び副賞５０万円 〉

氏　　名 学位

（年　令） 授与大学

淺
あさ

　井
い

　裕
ゆう

　介
すけ

（28才）

井
いの

　上
うえ

　卓
たく

　也
や

（28才)

宇治
う じ

澤
さわ

　知
とも

　代
よ

（28才）

奥
おく

　村
むら

　　　龍
りゅう

（36才）

金
かね

　子
こ

　　　哲
さとし

（30才）

川
かわ

　又
また

　　　優
ゆう

（29才）

神
かん

　田
だ

　真
ま

　聡
さとし

（34才）

岸
きし

　本
もと

　沙
さ

　耶
や

（28才）

衣
きぬ

　川
がわ

　智
とも

　弥
や

（30才)

久保田
く ぼ た

　浩
こう

　司
じ

（28才）

久保田
 く ぼ  た

　晋
しん

　平
ぺい

（28才）

栗
くり

　山
やま

　翔
しょう

　吾
ご

（29才）

櫻
さくら

　田
 だ

　　　健
けん

（31才)

佐
さ

　藤
とう

　安
やす

　弘
ひろ

（29才）

志
し

甫
ほ

谷
や

　　　渉
わたる

（28才）

田
じょん

　　　　　日
いる

（32才）

鈴
すず

　木
き

　修
しゅう

　平
へい

（32才）

勢
せい

　力
りき

　　　薫
かおる

（29才）

谷
たに

　　　茉
ま

　莉
り

（29才)

大阪大学
大阪大学未来戦略機構・特
任助教

全脳イメージング法を用いた精神疾患動物
モデルの脳機能解析

お茶の水
女子大学

PMMH,ESPCI-Paris・ポスド
ク研究員

微細加工表面への浸透現象

東京大学
東京大学大学院工学系研究
科・特任助教

有機無機薄膜太陽電池における新規電荷選
択及び輸送界面の研究

山形大学
山形大学医学部東北未来が
ん医療学講座・助教

c-Jun N-terminal kinaseシグナル経路阻害
による膵癌幹細胞の薬剤耐性克服の試み

京都大学
科学技術振興機構さきがけ
専任研究者(龍谷大学食と
農の総合研究所)

ハクサンハタザオ（アブラナ科）のトライ
コームによる被食防御における連合効果

　名古屋
　大学

日本学術振興会特別研究員
(東京大学大学院理学系研
究科)

ヒト由来エンドセリン受容体Ｂ型のＸ線結
晶構造解析

東京大学
日本学術振興会特別研究員
（京都大学大学院工学研究
科）

PNP型ピンサー配位子を有する遷移金属窒素
錯体を用いた触媒的窒素固定法の開発

東北大学
名古屋大学大学院工学研究
科・助教

車載画像を用いた都市の4次元モデリング

　北海道
　大学

日本学術振興会海外特別研
究員（マサチューセッツ工
科大学化学科）

銅(I)触媒による官能基化有機ホウ素化合物
の合成

東京大学
日本学術振興会特別研究員
(東京大学大学院医学系研
究科)

一細胞解像度全身イメージングによる病理
学的解析技術の開発

京都大学
京都大学大学院生命科学研
究科・特定研究員

環境要因により獲得された生存優位性の次
世代への継承メカニズム

京都大学
東京大学宇宙線研究所・特
任研究員

宇宙初期からの連星進化計算と連星ブラッ
クホールからの重力波検出率

京都大学
The Scripps Research
Institute,Research
Associate

カルコゲンを用いた不斉触媒の開発とその
応用

　北海道
　大学

北海道大学大学院医学研究
院・客員研究員

Invariant natural killer T細胞における
interferon-gamma産生の分子機序の解明

大阪大学
大阪大学大学院医学系研究
科・助教

Lypd8は鞭毛細菌と大腸上皮を分け隔てる

 東京工業
 大学

東京工業大学理学院・助教
高電気伝導性を示す単分子接合の界面構造
の設計と制御

京都大学
京都大学大学院工学研究
科・特定助教

電子・光子両状態制御に基づく高効率・高
速熱輻射光源の開発

甲南大学
自然科学研究機構岡崎統合
バイオサイエンスセン
ター・博士研究員

C.elegansの低温耐性における温度情報伝達
の分子制御機構

  ２．第３４回井上研究奨励賞受賞者　(４０件、４０名)

所属・職 博　士　論　文　題　目

　名古屋
　大学

住友化学㈱エネルギー・機
能材料研究所

組成分布を持つ線状ABC3元ブロック共重合
体が作る新規構造に関する研究



氏　　名 学位

（年　令） 授与大学

張
ちょう

　　　奕
えき

　勁
けい

（28才)

蔦
つた

　谷
や

　　　匠
たくみ

（32才）

寺
てら

　嶋
じま

　秀
ひで

　騎
き

（31才）

豊
とよ

　田
だ

　新
しん

　悟
ご

（28才)

中
なか

　野
の

　　　遼
りょう

（29才）

野
の

　木
ぎ

　馨
けい

　介
すけ

（29才）

長谷川
は せ が わ

　恵
え

　美
み

（30才）

平
ひら

　山
やま

　竜
りゅう

　士
じ

（28才)

藤
ふじ

　本
もと

　和
かず

　也
や

（30才)

藤
ふじ

　原
わら

　邦
くに

　夫
お

（36才)

星
ほし

　野
の

　翔
しょう

　麻
ま

（29才）

増
ます

　田
だ

　賢
けん

　人
と

（28才)

松
まつ

　尾
お

　拓
ひろ

　紀
き

（31才）

宮
みや

　下
した

　令
れ

　央
お

（28才)

MIRANDA　Martin Santiago
みらんだ　まるてぃん　さんてぃあご

（33才)

武
む

　藤
とう

　　　慶
けい

（29才）

柳
やなぎ

　原
はら

　豊
とよ

　史
し

（37才）

山
やま

　内
うち

　幸
こう

　正
せい

（32才）

山
やま

　本
もと

　詠
えい

　士
じ

（29才）

吉
よし

　田
だ

　将
まさ

　郎
ろう

（28才)

脇
わき

　坂
ざか

　聖
まさ

　憲
のり

（31才）

（注）年令は受賞日現在

博　士　論　文　題　目

東京大学 理化学研究所・特別研究員 ２次元物質における電子相制御

　北海道
　大学

東京工業大学科学技術創成
研究院・研究員

電子・プロトンプーリング配位子を有する
非貴金属錯体を基軸とした分子性多電子・
プロトン移動系の構築

九州大学
九州大学大学院理学研究
院・助教

高い触媒活性と耐久性を併せ持つ分子性触
媒の開発を目指した白金錯体の水素生成触
媒作用に関する研究

 慶應義塾
 大学

慶應義塾大学大学院理工学
研究科・特任助教

分子動力学シミュレーションによる細胞膜
周りの水分子の異常ダイナミクスの解明

　名古屋
　大学

早稲田大学理工学術院・助
教

ニッケル触媒を用いた炭素－水素、炭素－
炭素、炭素－酸素結合活性化に基づく新規
カップリング反応

九州大学
McMaster University・
Research fellow

Jmjd6は胸腺において、イントロンを介した
Aireの発現制御を行うことで自己免疫寛容
を誘導する

東京大学
東京大学大学院情報理工学
系研究科・特任助教

時空間光線制御を用いた運動計測と質感提
示に関する研究

 東京工業
 大学

日本学術振興会外国人特別
研究員（東京工業大学理学
院）

イッテルビウム量子気体顕微鏡

東京大学
Princeton University・
NASA Carl Sagan
Postdoctoral Fellow

高精度測光観測によるトランジット系外惑
星系の探究

東京大学
東京大学大学院工学系研究
科・特任研究員

分極構造制御による鉄系強誘電体薄膜の光
電変換機能設計

大阪大学
大阪大学大学院工学研究
科・助教

古典分子動力学法による固体壁面近傍に存
在する液膜の局所的な圧力成分と界面張力
に関する研究

 東京理科
 大学

日本学術振興会特別研究員
(東京工業大学理学院)

ハロゲン分子の励起状態間緩和ダイナミク
スに関する分光学的研究

千葉大学
日本学術振興会特別研究員
（千葉大学大学院工学研究
院）

複数の２次元情報を記録・表示するボ
リュームディスプレイ

 大阪市立
 大学

日本学術振興会特別研究員
（東京大学大学院理学系研
究科）

冷却原子気体ボース・アインシュタイン凝
縮体における乱流の理論的研究

京都大学
京都大学大学院理学研究
科・助教

ニッケルおよびコバルト触媒を用いた炭素
－炭素結合形成を伴う二酸化炭素固定化反
応

金沢大学
筑波大学国際統合睡眠医科
学研究機構・助教

オレキシン産生神経細胞は2つの異なる神経
経路でナルコレプシーを抑制する

東京大学 理化学研究所・特別研究員
マルチフェロイックCuB2O4における非相反光

学現象

東京大学
日本学術振興会海外特別研
究員（カリフォルニア大学
サンディエゴ校）

二酸化炭素の利用に向けたオレフィン重合
反応に関する研究

東京大学
日本学術振興会特別研究員
(京都大学大学院理学研究
科)

同位体分析による過去ヒト集団の授乳習慣
復元

東京大学

日本学術振興会海外特別研
究員(The University of
Chicago Department of
Chemistry・Postdoctoral
Researcher)

ゲノムワイドなCLOCKの標的探索が明らかに
したA-to-I RNA編集リズム

東京大学
日本学術振興会特別研究員
（大阪大学産業科学研究
所）

遷移金属カルコゲナイド二次元結晶の電気
伝導と光機能

所属・職



氏　　名
（年令）

岡
おか

　田
だ

　随
ゆき

　象
のり

(37才）

酒
さか

　田
た

　陽
よう

　子
こ

(35才）

野
の

　村
むら

　龍
りゅう

　一
いち

(32才）

平
ひら

　野
の

　有
あり

　沙
さ

(32才）

（注）年令は受賞日現在

所属・職 研　究　題　目

３．第１０回井上リサーチアウォード　受賞者 （４件、４名）　

　〈 賞状・研究助成金５００万円 〉

愛媛大学地球深部ダイ
ナミクス研究セン
ター・助教

新しい超高圧変形実験装置による地球中心
核ダイナミクス解明への挑戦

金沢大学理工研究域・
助教

メタロナノベルトを基軸とした新規多孔性
材料創製

大阪大学大学院医学系
研究科・教授

横断的オミクス解析を活用したマイクロ
RNA創薬の推進

筑波大学国際統合睡眠
医科学研究機構・助教

時計中枢から時刻情報を伝達する神経ネッ
トワークの同定と機能解析



　　　　　　　　　　　　　〈１件１名〉

氏　　名
（年令）

川口
かわぐち

　由紀
ゆ き

(39才）

（注）年令は受賞日現在

４．第２１回久保亮五記念賞受賞者　

名古屋大学大学院工
学研究科・准教授

内部自由度を持った冷却原子気体の理論
研究

所属・職 研　究　題　目



国　際　研　究　集　会　名 開　催　責　任　者 開 催 期 間 援助

場　所 金額

第4回アジア太平洋地域ショウジョウ 松野　健治 2017.5.8～11 70

バエ研究会 大阪大学・理学研究科・教授 大阪府

第19回走査プローブ顕微鏡国際会議 高橋　琢二 2017.5.16～19 60

東京大学・生産技術研究所・教授 京都市

エネルギー変換能を有する電気化学界面 村越　敬 2017.5.18～21 70

に関する国際ワークショップ2017 北海道大学・理学研究院・教授 神奈川県

第6回光誘起相転移に関する国際会議 岩井　伸一郎 2017.6.4～9 70

東北大学・理学研究科・教授 仙台市

第113回日本精神神経学会　国際シンポ 尾崎　紀夫 2017.6.22～24 60

ジウム 名古屋大学・医学系研究科・教授 名古屋市

エネルギー・環境技術創成のための 長坂　雄次 2017.7.2～5 60

ナノ・ミクロスケール熱工学に関する 慶應義塾大学・理工学部・教授 東京都

日米セミナー

第2回アジア永久凍土会議 石川　守 2017.7.2～6 70

北海道大学・地球環境科学研究院 札幌市

・准教授

強相関電子系および角度分解光電子分光 島田　賢也 2017.7.2～7 70

に関する国際ワークショップ 広島大学・放射光科学研究ｾﾝﾀｰ・ 広島市

教授

国際会議「相対論的量子情報2017」 高柳　匡 2017.7.4～7 50

京都大学・基礎物理学研究所・ 京都市

教授

第17回低温検出器国際ワークショップ 満田　和久 2017.7.17～21 70

宇宙航空研究開発機構・教授 久留米市

第34回フリーラジカル国際シンポジウム 築山　光一 2017.8.27～9.1 50

東京理科大学・理学部・教授 神奈川県

第10回日越科学交流会議 LE DUC ANH 2017.9.9 70

東京大学・工学系研究科・助教 東京都

強相関物質の理論の進歩TTCM2017 初貝　安弘 2017.9.10～13 40

筑波大学・数理物質系・教授 つくば市

第12回有機金属・超伝導体・磁性体に 加藤　礼三 2017.9.24～29 70

関する国際会議 理化学研究所・加藤分子物性研究 宮城県

室・主任研究員

量子熱力学：熱平衡化とゆらぎ 沙川　貴大 2017.9.27～30 70

東京大学・工学系研究科・准教授 京都市

（単位：万円）

５．２０１７年度国際研究集会開催経費援助一覧 （２１件）



第14回国際バイオミネラリゼーション 長澤　寛道 2017.10.9～13 30

シンポジウム 東京大学名誉教授 つくば市

脳機能の基盤となる神経回路・可塑性 吉村　由美子 2017.10.31～ 70

自然科学研究機構・生理学研究所 11.2

・教授 岡崎市

東アジア若手天文学者会議2017 関口　和寛 2017.11.13～17 70

国立天文台・光赤外研究部・教授 沖縄県

東京大学・マックスプランク統合炎症学 畠山　昌則 2017.11.20～22 70

センター第四回シンポジウム 東京大学・医学系研究科・教授 東京都

米国電気電子学会アンテナ計測および 黒川　悟 2017.12.4～6 50

応用に関する国際会議2017 産業技術総合研究所・電磁界標準 つくば市

研究グループ・研究グループ長

第5回国際北極研究シンポジウム 兒玉　裕二 2018.1.15～18 90

情報・システム研究機構国立極地 東京都

研究所・特任准教授


